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編集後記 

▶WFOT より「Minimum Competencies of Occupational Therapists」が 2026 年 3 月に公表された．本資

料は，作業療法士に求められる知識・技能・態度・行動を示したものである．「専門的思考と行動」のセクシ

ョンでは，国内外の期待に応えるために必要な資質が述べられている．また，「研究・情報検索プロセス」で

は，「研究結果が作業療法の課題にどのように寄与するかを特定する」「定性的・定量的結果を含む情報の関

連性を評価する」「研究結果を用いて実践を正当化する」「専門的思考および批判的思考」などが示されてい

る．これらは，本誌に掲載された研究報告に対する作業療法士としての向き合い方を明確に示すものである．

改めてこの視点から研究を見直すことで，作業療法士としてのコンピテンシーの向上につながるだろう． 

（J・U） 

 

▶今号は総説，原著，実践報告と各カテゴリーで例年を上回る 17 編を掲載でき，多彩で活気ある一冊となり

ました．特に混合研究を含む質的研究や事例報告の増加は，作業療法特有の視点による研究や実践の着実な発

展を物語っています．これは現場の疑問の解決や新しい実践を共有したいという投稿者の皆様の情熱の賜物

と拝察いたします．また，一連の論文の裏には名前の出ない 34 名以上の査読者の献身的な協力があり，その

積み重ねで本誌が成り立っていることも忘れてはなりません．こうした皆様の思いに触れ，編集委員として感

謝と共に，改めて身が引き締まる思いです．本誌が今後も皆様と共に歩む研鑽の場となるよう，尽力してまい

ります． 

（M・O） 

  


